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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・　４月１３日～１５日まで救急当番日です。入院がいつでもある様、心掛けていきましょう
· エアーマットを南病棟へ貸し出しています。

· 病院より、予防衣を借りているスタッフは、クリーニングをし、病院へ返却して下さい。

· ４月１４日夕方頃から翌１５日の朝まで、ｗｉｚのワークフロー決裁は使用出来ません。

＜隔離室使用患者様について＞
· 畑中　成夫様～退室について「出てみます」と話されるが、数分後に格子越しでスタッフと

の会話のやり取りの中で「悪い神と良い神がいて、悪い神が出るなと言う　　　　　　　

で止めます。暴れない自信がありません」と話されています。会話時、足

蹴りをする行為見られますが、「すいません」とすぐ謝られています。

また、入浴に対しても「自信が無い。不安だ」との発言聞かれます。

↓
一度、退室に対しての拒否がある場合も退室して頂いては、どうかとの意見があり、午後、男性スタッフ３名付き添いにて１０分程退室して頂いていますが、「落ち着かない。何かしそうで心配だ。じっとしているのがつらい。部屋に戻っても良いですか」と話されています。スタッフの説明も耳には入っていない様子です。

・野沢　英貴様～昼夜問わず、他患者様の部屋へ侵入し、窓の開閉をしたり、シーツをはがす、他患者様の、衣類をはがし、自分で着る等の迷惑行為続き、スタッフ説明に対しても「分かった」と話されるがすぐ同行為を繰り返しています。主治医の指示にて4月13日より21:00～8:00の時間隔離となっています。入室後は

　　　　　　　　途中覚醒無く朝まで休まれています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

日中横になり休まれている事あります。昼夜逆転の予防の為にも日中の離床を

促していきましょう。また、迷惑行為に対し説明しますが「分かった」と言わ

れるが同行為を繰り返しています。迷惑行為がエスカレートしない様に日中の

行動に注意していきましょう。
＜新入院・要注目患者様について＞
・平　義美様～入院後、「死にたくても、死ねなかった」との発言聞かれますが、行動化する事

はありません。今朝は「調子は良い」と話されています。本日入浴されています

　　　　　　　が下着が便汚染しています。声かけにて更衣して頂いています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

今後も企死的な発言や日中の行動に注意していきましょう。また、便汚染した下

着をそのまま着用しているのでどこまでトイレに行き、出来るのか（後処理も

含め）観察し、保清面にも注意していきましょう。
・呉　忠雄様～各食介助しますが、ウトウトしている事多く、食事に集中出来ず残食が目立ちま

　　　　　す。本日は介助時、食べ物を吐き出す事あります。上肢には力がある程度入るが、

　　　　　　　下肢は脱力感があります。排泄については「出た」と話されています。余暇時は車椅子に座り居眠りしている事目立ちます。


↓

食事量、排泄の観察を確認し、また褥創の予防の為にも車椅子に長時間座らせ

ず、昼食後に一度、横になり休んで頂き、15時頃より起きて過ごして頂きま

しょう。
・小山　正好様～記憶がどんどん無くなる事に対し不安があると話されています

↓

記録ノートを作り、ノートに大事な事を書きとめて頂く。但し

漢字の物忘れもある為、スタッフサイドでのフォローも忘れずにしていき

ましょう。

· 北山　幸博様～来週の月曜日よりリハビリテーションプログラム再開となります。

・　本多　富美様～食事の際、居眠りをしており、レストランへ行く事遅れて来られる事

最近多いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　生活リズムの改善も含め、ケアプラン検討していきます。







